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積極的応用例

● 北海道の陸域・海域において、宇宙システムの積
極的利用を図る。 ➠生活に密着した宇宙利用

● 農業、林業、道路、山林、治水、土地利用、環境保
全等の先進対応を図る。 ➠地方自治の信頼性向上

● 車、船舶などの移動体識別により、安全な運行支
援、災害救助に役立てる。 ➠有用性
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 人 546万人
 車 369万台
 レンタカー 86,000台
 船舶 27,000隻
 5トン未満 ２４，０００隻
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AIS 自動船舶識別 300トン以上 地上局➠沿岸
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AIS 自動船舶識別 300トン以上 地上局➠沿岸

宇宙からのAISシステム

2008年 CDS 衛星5基 デモ
2009年 ISS 信号受信
2009年 SpaceQuest社 衛星2基
2011年 VesselSat 1
2012年 VesselSat 2
2012年 JAXA SDS-4 SPAISE実験
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AIS 自動船舶識別 衛星

北海道の全船舶

沿岸地上局
+宇宙局
+高精度船舶識別衛星
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● 車の自動識別システムの導入
位置情報 ガイド（対話型）
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● 宇宙利用の積極政策

● 宇宙輸送インフラの整備

航空宇宙多目的飛行センターの新設整備

＝自民党政策 広域宇宙センター

➠ 低軌道衛星の低コスト打上げ

➠ 広範な航空宇宙開発拠点

7


